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本書は
，二階堂年惠氏が2007年に広島大学に提
出された学位論文を公刊されたものである
。
本研究の目的は, 1960年代から多様に展開・実
践されてきたアメリカ合衆国における初等段階の
法関連教育(Law-Related Education)に関するカ
リキュラムやプロジェクトを研究対象として
，社
会科教育の観点から
，各カリキュラム，プロジェ
クトの内容編成とその単元を構成している論理を
分析
・考察しその意義と特質を明確にすことで，
アメリカ初等法関連教育の授業構成の原理と特質
を明らかにすることである。
この研究目的を達成するために
，二階堂氏は，
法関連教育の目標である法的資質の育成を観点に
して
，法関連教育とその授業の類型化を教育内容・
方法の面から行い
，教育内容に関しては，法目的
型と法手段型の二つの型を
，教育方法に関しては，
歴史理解型
，問題思考，創造型の三つの型を設
定する
。そして，これらの類型に該当する授業と
して
，匚法理念受容型法関連教育」（法目的型一歴
史理解型）匚法規範受容型法関連教育」（法手段型一
歴史理解型）匚法理念追従型法関連教育」（法目的
型
一問題思考型）厂法規範活用型法関連教育」（法
手段型一問題解決型）「法形成型法関連教育」（法
目的型
・法手段型一創造型）を想定し，これらの
類型に該当するプvコジェクトやカリキュラムを分
析した。
本書は
，以下の章から構成されている。
序　章　本研究の目的と方法
第一章　アメリカ初等法関連教育における授業
構成の類型化一問題点と課題一第二章　法目的型法関連教育の内容編成と授業
構成
第三章　法手段型法関連教育の内容編成と授業
構成
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第四章　法形成型法関連教育の内容編成と授業
構成
第五章　アメリカ初等法関連教育の授業構成の
原理と特質終　章　総括と課題
本書の意義は
，二つある。その第一は，これま
での我が国のアメリカ合衆国の法関連教育研究は
その教育内容
・方法が充実していた中等教育段階
に偏っていたが
，初等教育段階の法関連教育に焦
点を当てて
，その授業構成の論理を明らかにした
り
，初等段階における法的資質育成の目標を確定
させたこと
。第二は，これまでのアメリカ合衆国
の法関連教育研究が個別的羅列的にそれぞれのカ
リキュラムやプロジェクトの意義が論じられてき
たのに対して
，一つの指標を提示し，その指標を
基盤にして，授業構成の原理について整理したこ
とである。
日本の法学習は
，従来，憲法を中心として，と
かく法を目的的に教えることを重視してきた
。そ
れだけで済ませてきた日本の法学習に対して
，本
書で明らかになったアメリカ合衆国の初等法関連
教育の授業の在り方の匚多偸吐
」と「‾充実ぶり」
は
，日本の法学習の改善にとって一石を投じるも
のであり
，本研究は意義深い研究であると言えよ
う
。本書は一読に値する書であると評価できる。
一方で，二階堂氏も本書で匚今後の研究課題」と
して位置付けているが
，小学生の発達段階は，低
学年と高学年では全く異なる
。本書では，初等教
育「全体
」で授業構成論を整理しており，このよ
うな整理の仕方で十分なのか疑問が残る
。今後は，
低学年
，中学年，高学年で必要になる法関連教育
の内容や授業の匚確定
」といった視点での研究が
求められるだろう。今後の研究の進展が期待され
る。
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